
2024年6月から現職。中教審「新しい時代の高等学校教育の在り方ＷＧ」・全国知事会「これからの高等学校教育のありかた
研究会」委員、「全国高校生マイプロジェクトアワード全国Summit」サポーター等も務める。

白馬村教育委員会事務局 生涯学習スポーツ課 TEL：0261-85-0726 E-mail：gakushu@vill.hakuba.lg.jp  

白馬村社会福祉協議会 TEL：0261-72-7230 E-mail：syakyo@vill.hakuba.lg.jp

主催：白馬村青少年育成村民会議、白馬村社会福祉協議会、白馬村、白馬村教育委員会

共催：白馬南小学校PTA、白馬北小学校PTA、白馬中学校PTA、白馬高等学校PTA、白馬村民生児童委員協議会、白馬村区長会

信州大学教育学部特任教授。
1958年長野県生まれ。
小学校入学式の日、両親に「おら、学校の先生になる」と言って以来、教職を目指す。大学卒業
後、東京都１校、長野県３校で公立高校教諭。
「金八先生」に憧れ、授業、クラス、生徒会、部活動などに全力で奮闘し、リフレクション（呑み
会）に明け暮れる毎日を過ごす。
2001年以降、県教委と学校を行き来し、指導主事、教頭、校長、高校教育課長などを務めた後、
上田高校長としてＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）を核とした「パッケージ」としての学
校改革に取り組み、2018年定年退職。
同年4月から長野県教育委員会事務局高校改革推進参与・高校改革推進役として、また2022
年5月からは教育長として、探究を核とした学びや高校改革の推進、ＮＳＤ（長野スクールデザイ
ン）プロジェクトによる新たな学びの空間づくり、「個人と社会のウェルビーイングの実現」を目指
す姿として掲げた第４次長野県教育振興基本計画の策定など、既成概念に囚われない新機軸
を次々に打ち出す。

お問い
合わせ

・白馬中学生による意見発表

・社会福祉表彰

・講演「変化が激しく予測が困難な時代の学びのあり方とは」

講師 内堀 繁利 氏（信州大学教育学部特任教授、前長野県教育委員会教育長）

要約筆記がつきます。（聴覚に障がいのある方や聴こえに不安のある方に、音声情報を文字で伝える通訳です）

入場無料




